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第
80
回
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
が
９
月
17
日
に
高
浜
町
の
小
浜
神
社
で
行
わ
れ
た
。
今
年
は
、
過
去
10

年
間
の
大
関
の
中
か
ら
横
綱
を
決
め
る
第
７
回
横
綱
大
会
も
開
催
さ
れ
、
太
鼓
へ
の
力
強
い
打
ち
込
み
、

華
麗
な
バ
チ
さ
ば
き
な
ど
で
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

県
内
最
古
の
太
鼓
打
競
技
大
会
で
あ
る
小
浜
神
社
の
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
。
こ
の
歴
史
あ
る
大
会
を

特
集
し
た
。

県
下
太
鼓
打
競
技
大
会

　
「
第
○
○
回
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
」

を
正
式
名
称
と
し
、
高
浜
青
壮
年
団
が

主
催
。
大
会
長
を
高
浜
青
壮
年
団
団
長

が
務
め
る
。
当
日
の
み
競
技
台
が
特
設

さ
れ
る
小
浜
神
社
境
内
で
行
わ
れ
、
第

70
回
大
会
が
行
わ
れ
た
平
成
14
年
度
ま

で
は
毎
年
９
月
16
日
に
開
催
し
て
い
た

が
、
第
71
回
大
会
か
ら
は
９
月
の
第
３

月
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
６

年
（
１
９
３
１
年
）
に
第
１
回
大
会
が

行
わ
れ
、
太
平
洋
戦
争
末
期
で
あ
る
昭

和
19
・
20
年（
１
９
４
４
・
１
９
４
５
年
）

の
２
年
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
な
か
っ
た

年
も
あ
っ
た
。

　

出
場
す
る
組
は
、
大
会
当
日
の
正
午

か
ら
午
後
１
時
ま
で
に
受
け
付
け
し
た

　

こ
の
大
会
は
、
大
バ
イ
１
人
、
小
バ

イ
１
人
を
１
組
と
し
て
、
た
た
く
時
の

難
度
が
上
が
る
斜
め
に
傾
け
て
あ
る
太

鼓
を
た
た
く
競
技
大
会
。
小
バ
イ
の
た

た
く
バ
チ
は
自
分
た
ち
で
持
ち
込
ん
だ

も
の
を
使
用
し
て
も
構
わ
な
い
が
、
大

バ
イ
が
手
に
す
る
バ
チ
は
主
催
者
の
準

備
し
た
バ
チ
の
中
か
ら
使
用
す
る
決
ま

り
と
な
っ
て
い
る
。

　

審
査
は
現
在
、
６
人
の
審
査
員
に
よ

り
「
打
ち
込
み
、
芸
、
調
子
」
が
採
点

さ
れ
、
合
計
点
数
で
順
位
を
つ
け
る
。

　

審
判
員
の
資
格
を
有
す
る
人
は
、
横

綱
大
会
で
横
綱
と
な
り
審
判
員
資
格
を

与
え
ら
れ
た
人
、
大
会
長
が
招
く
団
体

の
推
薦
さ
れ
た
人
で
大
会
長
が
認
め
た

人
、
大
会
長
が
招
待
し
た
人
と
な
っ
て

い
る
。
平
成
24
年
現
在
は
、
第
５
代
横

綱
（
２
人
）、
第
６
代
横
綱
（
２
人
）、

志
賀
町
商
工
会
か
ら
推
薦
を
受
け
た
人

（
１
人
）、
高
浜
青
壮
年
団
の
顧
問
か
ら

１
人
で
、
来
年
度
の
大
会
か
ら
は
、
第

大
会
の
概
要

大
会
の
特
徴

競
技
の
内
容

組
の
み
が
出
場
を
認
め
ら
れ
、
出
場
順

は
受
け
付
け
時
に
く
じ
引
き
で
決
定
す

る
。

優
勝
者
に
は
「
大
関
」
と
呼
ば
れ
る
位

が
授
与
さ
れ
る
が
、
得
点
の
高
い
太
鼓

が
上
手
な
人
が
優
勝
と
い
う
よ
り
も
、

毎
年
１
組
だ
け
、
大
関
に
ふ
さ
わ
し
い
者

を
決
め
る
た
め
の
競
技
大
会
で
あ
る
。

７
代
横
綱
の
２
人
が
新
た
に
審
判
員
に

加
わ
る
。

　

採
点
項
目
は
「
打
ち
込
み
、
芸
、
調

子
」
の
３
つ
の
項
目
で
、
各
10
点
の
合

計
30
点
、
審
判
員
６
人
の
合
計
１
８
０
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～県下太鼓打競技大会の由来～

　寛永９年（1632 年）の江戸時代に若狭国（現
在の福井県）の高浜・小浜から移住した人々の
集まりで作られた旧高浜地区。元禄年間（1688
～ 1704 年）にはすでに、小浜神社秋季祭礼の
際、近隣の若衆たちが集まり競って太鼓を打ち
鳴らしていたことが始まりと言われている。
　昭和６年から、旧高浜地内の若衆の集まりで
ある高浜青壮年団が、小浜神社秋季祭礼の行事
として県下太鼓打競技大会を開催し、石川県内
における最初の太鼓打競技大会となった。

　

雨
や
台
風
の
影
響
で
志
賀
町
福
祉
会

館
（
現
在
の
志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
）
や

の
と
や
配
送
セ
ン
タ
ー
（
現
在
は
取
り

壊
さ
れ
て
い
る
）
で
大
会
が
行
わ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

　

小
浜
神
社
境
内
に
は
第
１
代
か
ら
第

60
代
ま
で
の
大
関
の
名
前
を
刻
ん
だ
石

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
て
、
拝
殿
に
は
第

61
代
以
降
の
大
関
の
芳
名
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。

歴
史
あ
る
大
会
で
の
出
来
事

点
満
点
と
し
て
、
そ
の
累
計
で
競
う
。

バ
チ
を
落
と
し
た
場
合
は
、
合
計
点
か

ら
30
点
が
減
点
さ
れ
る
。
バ
チ
が
折
れ

た
場
合
は
、
減
点
と
は
な
ら
な
い
が
打

ち
込
み
や
調
子
が
低
く
な
る
た
め
点
数

は
伸
び
な
い
。
バ
チ
は
主
催
者
側
が
用

意
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
折
れ
そ
う
な

バ
チ
を
選
ん
だ
ほ
う
が
悪
い
と
い
う
こ

と
で
、打
ち
手
の
落
ち
度
と
し
て
い
る
。

入
賞
者
は
、
決
勝
に
進
ん
だ
上
位
９
組

が
表
彰
を
受
け
、
上
位
か
ら
大
関
、
関

脇
、
小
結
、
番
外
１
等
、
番
外
２
等
、

番
外
３
等
、
敢
闘
賞
３
組
を
決
め
る
。

最
高
位
と
な
る
横
綱
大
会
は
10
年
に
１

○競技時間
　　（競技台で太鼓を打ち込む時間）
　小手調べ ･･･45 秒
　　（採点対象にならない）
　１　回　戦 ･･･ １分
　２　回　戦 ･･･ １分
　３　回　戦 ･･･ １分
　準　決　勝 ･･･ １分 30 秒
　決　勝　戦 ･･･ ２分
　横綱大会 ･･･ ２分 30 秒

○採点項目

　打ち込み…鳴らした太鼓の音の大きさを審査。
　　　　　　大きい音が好まれる。
　芸　………　打ち姿の美しさや、打ち込みの合間

に見せる芸の良し悪しを審査。
　調子　……　リズムが揃っているか、乱れていな

いかを審査

　　　　　※太鼓の隅をたたいたり、バチ同士を
ぶつけると評価は低い。

度
、
過
去
10
年
間
の
歴
代
大
関
だ
け
で

横
綱
大
会
が
行
わ
れ
、
審
判
員
の
採
点

に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。



　

先
輩
か
ら
「
太
鼓
打
ち
で
あ
る

以
上
、
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
に

出
る
こ
と
が
す
べ
て
」
と
教
え
ら

れ
た
岡
本
さ
ん
。「
厳
正
な
審
査

の
ゆ
え
太
鼓
打
ち
が
出
場
し
た
く

な
る
よ
う
な
大
会
」
と
い
う
こ
と

か
ら
、
大
会
の
重
さ
が
伝
わ
っ
て

く
る
。 県

下
太
鼓
打
競
技
大
会
審
判
長
と

高
浜
青
壮
年
団
団
長

　

県
内
最
古
の
歴
史
を
持
つ
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
で
、
歴
史
に
名
を
刻
む
新
た
な
横
綱
が

誕
生
す
る
に
は
欠
か
せ
な
い
人
物
が
い
る
。
第
５
代
横
綱
で
審
判
員
の
資
格
を
与
え
ら
れ
た

審
判
長
と
、
こ
の
大
会
の
総
責
任
者
で
あ
る
高
浜
青
壮
年
団
団
長
。
そ
の
２
人
に
県
下
太
鼓

打
競
技
大
会
へ
の
熱
い
想
い
を
聞
い
た
。

県下太鼓打競技大会審判長県下太鼓打競技大会審判長
第５代横綱第５代横綱

岡岡
おかも とお か も と

本本　　有有
ありと もあ り と も

友友さん（62歳）さん（62歳）
　16歳で県下太鼓打競技大会に初出場し、小バ　16歳で県下太鼓打競技大会に初出場し、小バ
イの坂下隆夫さんと組んで41歳のときに大関、イの坂下隆夫さんと組んで41歳のときに大関、
翌年に第５代横綱を獲得した。平成５年から審判翌年に第５代横綱を獲得した。平成５年から審判
員、平成15年から審判長を務める。員、平成15年から審判長を務める。

■　

県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
と
は

■　

こ
の
大
会
の
審
判
員

■　

こ
れ
ま
で
の
大
会
を
振
り
返
る

■　

こ
れ
か
ら
の
大
会
・
太
鼓

■　

横
綱
と
は

　

早
く
感
じ
た
20
年
間
、
審
判
員

と
し
て
携
わ
っ
て
き
た
が
、「
毎

年
、
８
月
の
お
盆
過
ぎ
か
ら
、
こ

の
大
会
に
向
け
て
の
緊
張
感
が

漂
っ
て
く
る
」
と
い
う
。
大
会
に

出
場
し
、
太
鼓
を
た
た
い
て
い
た

と
き
よ
り
緊
張
す
る
と
い
う
審
判

員
と
し
て
の
立
場
は
、
厳
正
な
審

査
を
す
る
た
め
に
必
要
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

毎
年
、
大
会
後
の
表

彰
式
で
御ご

へ
い幣

を
渡
せ

ば
、「
大
会
が
終
わ
っ

た
な
と
い
う
安
堵
感
で

ホ
ッ
と
す
る
」と
話
す
。

▲大会中は気をゆるませ
ることなく、厳正な審査
をする。

▲最後の横綱披露太鼓となった岡本・坂下組

　

横
綱
や
大
関
に
な
る
よ
う
な
太

鼓
打
ち
は
、「
最
後
ま
で
リ
ズ
ム

が
一
定
で
、
打
ち
込
み
の
音
が
安

定
し
て
い
る
」。
そ
の
中
で
も
横

綱
に
な
る
に
は
、
普
段
の
態
度
や

横
綱
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
が
求
め

ら
れ
て
い
て
「
98
パ
ー
セ
ン
ト
が

太
鼓
の
技
量
で
、

２
パ
ー
セ
ン
ト
は

打
ち
手
の
人
格
」

と
話
す
。
ま
た
、

「
実
力
に
運
が
巡

り
合
っ
て
横
綱
に

ふ
さ
わ
し
い
者
が

選
ば
れ
る
」
の
だ

と
い
う
い
う
。

　

今
年
で
審
判
長
を
勇
退
す
る
岡

本
さ
ん
は
、
10
代
の
頃
か
ら
打
ち

手
と
し
て
大
会
に
出
場
し
て
い

た
。
大
関
へ
の
挑
戦
、横
綱
獲
得
、

審
判
長
に
就
任
と
、
こ
の
大
会
に

約
45
年
間
携
わ
っ
て
き
た
。「
こ

ん
な
太
鼓
人
生
は
夢
に
も
思
っ
て

い
な
か
っ
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　

次
に
審
判
員
と
な
る
第
７
代
横

綱
に
は
「
公
平
な
目
で
審
判
を
し

て
ほ
し
い
」
と
願
う
。
志
賀
町
に

は
伝
統
あ
る
太
鼓
が
数
多
く
あ
る

▼
表
彰
式
で
入
賞
者
に
御
幣

を
渡
す
審
判
長

の
で
、
次
の
世
代
に
も
受
け
継
い

で
い
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
も
、
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
を

始
め
、
太
鼓
を
盛
り
上
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
想
い
で
い
っ

ぱ
い
で
「
こ
れ
か
ら
も
現
役
で
太

鼓
を
た
た
き
続
け
る
」
と
話
す
。



　

幼
少
の
こ
ろ
か
ら
大
会
に
出
場

し
て
く
る
本
物
の
太
鼓
打
ち
の
演

技
を
間
近
で
見
て
き
た
団
長
は
、

「
太
鼓
が
大
好
き
で
、
特
に
小
浜

大
会
で
の
太
鼓
の
音
は
、大
き
さ
、

質
、
感
じ
る
も
の
が
他
に
比
べ
て

全
く
違
う
」
と
い
う
。
青
壮
年
団

長
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
い
る
大

会
だ
が
、
過
疎
化
が
進
み
、
大
会

へ
の
出
場
者
や
青
壮
年
団
へ
の
加

入
者
が
減
少
す
る
中
、
伝
統
・
歴

史
の
あ
る
大
会
を
ど
う
続
け
て
い

く
か
考
え
る
。「
青
壮
年
団
と
し

て
工
夫
し
な
が
ら
全
力
で
大
会
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
こ
れ
か
ら
の

大
関
、
横
綱
を
誕
生
さ
せ
た
い
」

と
話
す
。

　

高
浜
青
壮
年
団
の
た
め
の
大
会

で
は
な
く
、
小
浜
神
社
、
大
会
へ

の
出
場
者
な
ど
み
ん
な
の
た
め
の

県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
。「
高
浜

青
壮
年
団
の
存
在
は
県
下
太
鼓
打

競
技
大
会
が
生
か
し
て
く
れ
て
い

る
」
と
い
う
。

　

10
年
後
は
高
浜
青
壮
年
団
を
退

団
し
て
い
る
が
、
第
８
回
横
綱
大

会
が
行
わ
れ
る
10
年
後
の
団
長
に

は
、「
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
頼
っ
て
き
て
ほ
し
い
」と
話
す
。

　

10
年
に
１
組
選
ば
れ
る
横
綱
と

同
じ
よ
う
に
10
年
に
１
人
選
ば
れ

た
団
長
。「
高
浜
青
壮
年
団
の
最

大
行
事
で
あ
る
県
下
太
鼓
打
競
技

大
会
の
横
綱
大
会
の
あ
る
年
に
団

長
に
就
い
た
こ
と
は
光
栄
で
う
れ

し
い
半
面
、
大
会
に
出
場
す
る
全

員
が
大
関
、
横
綱
を
目
指
す
気
迫

が
伝
わ
り
、
も
の
す
ご
い
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
る
」
と
話
す

高
橋
さ
ん
。
大
会
長
で
あ
り
、
入

賞
者
へ
の
商
品
の
手
配
や
大
会
へ

の
準
備
、
段
取
り
を
念
入
り
に
確

認
し
指
揮
を
執
る
。
大
会
全
体
の

統
括
と
し
て
、
今
年
は
、
副
団
長
、

高浜青壮年団団長高浜青壮年団団長

高高
たかは した か は し

橋橋　　直直
なおゆ きな お ゆ き

之之さん（31歳）さん（31歳）
　平成11年、18歳のときに県下太鼓打競技大会　平成11年、18歳のときに県下太鼓打競技大会
を主催する高浜青壮年団に興味を持ち加入。加入を主催する高浜青壮年団に興味を持ち加入。加入
14年目で団長に就く。14年目で団長に就く。

■　

10
年
に
１
人
の
団
長

高
浜
青
壮
年
団
に
と
っ
て
の

県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
と
は

■　

10
年
ぶ
り
の
横
綱
大
会

こ
れ
か
ら
の

県
下
太
鼓
打
競
技
大
会

▲大会では静かに競技を見守る

▲表彰式で入賞者を表彰する団長

▲大会大会当日の朝、念入りに
競技場の準備をする。

前
団
長
の
３
人
で
審
判
員
の
自
宅

に
出
向
き
大
会
当
日
の
審
判
を
依

頼
し
た
。
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第
６
回
横
綱
大
会
の
と
き
は
、

青
壮
年
団
に
加
入
し
た
ば
か
り

で
、
先
輩
か
ら
の
指
示
で
準
備
や

運
営
を
し
て
い
た
。
今
年
１
月
の

総
会
で
団
長
に
就
任
し
た
と
き
か

ら
、
横
綱
大
会
へ
の
緊
張
を
感
じ

て
い
た
高
橋
さ
ん
は
、「
失
敗
は

で
き
な
い
。
ま
と
め
役
と
し
て
周

り
の
期
待
に
応
え
た
い
」と
話
す
。

　

今
は
団
長
と
し
て
の
責
任
を
自

覚
し
、大
会
に
向
け
て
取
り
組
む
。

10
年
間
の
大
関
が
集
ま
り
、観
客
、

大
会
へ
の
出
場
者
、
青
壮
年
団
の

み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
大

会
で
、「
今
ま
で
の
横
綱
大
会
で

の
白
熱
し
た
戦
い
を
再
現
し
、
み

ん
な
の
期
待
に
応
え
て
ほ
し
い
」

と
出
場
者
に
エ
ー
ル
を
送
る
。
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過
去
10
年
間
の
歴
代
大
関
の
中

か
ら
１
組
の
横
綱
を
決
め
る

横
綱
大
会
。
第
80
回
県
下
太
鼓
打
競

技
大
会
の
準
決
勝
と
決
勝
の
合
間
に

第
７
回
横
綱
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
伝
統
と
歴
史
の
大
会
に
、
選

ば
れ
た
も
の
し
か
立
つ
こ
と
の
で
き

な
い
横
綱
大
会
に
は
、
第
70
回
大
会

（
平
成
14
年
）
か
ら
第
79
回
大
会
（
平

成
23
年
）
ま
で
の
歴
代
大
関
が
出
場

し
た
。

　

第
80
回
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
の

準
決
勝
が
終
わ
る
と
、
高
浜
青
壮
年

団
に
よ
る
横
綱
大
会
開
始
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
流
れ
、
続
々
と
歴
代
大
関
が

集
ま
り
、
競
技
台
横
に
並
ん
だ
。
会

場
は
次
第
に
緊
張
と
熱
気
に
包
ま
れ

て
い
っ
た
。

~ 栄冠は、山崎・小畑組（鵜浦豊年力太鼓・七尾）の手に ~

第 76 代大関
中家 功・天井 誠  組（志賀疾風太鼓）

第 74 代大関
本谷 博・谷 政彦  組（志賀疾風太鼓）

第 75 代大関
安田 真也・池田 純  組（志賀天友太鼓）

第 73 代大関・第７代横綱
山崎 朋亮・小畑 賢吾  組
　　　　　　　　（鵜浦豊年力太鼓）

▲横綱大会前にバチを選ぶ歴代大関

第７回横綱大会第７回横綱大会
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打
ち
込
み
時
間
は
２
分
30
秒
の
１

回
限
り
の
勝
負
。
本
番
前
に
45
秒
間

の
小
手
調
べ
で
太
鼓
を
た
た
き
込
ん

だ
あ
と
、
横
綱
大
会
が
始
ま
っ
た
。

出
場
す
る
10
組
の
う
ち
１
組
が
欠

場
。
９
組
で
の
戦
い
と
な
る
中
、
ど

の
組
も
横
綱
に
選
ば
れ
て
も
お
か
し

く
な
い
、
横
綱
に
ふ
さ
わ
し
い
太
鼓

を
披
露
し
た
。
強
弱
を
付
け
て
打
ち

込
む
大
バ
イ
と
正
確
な
リ
ズ
ム
を
刻

む
小
バ
イ
の
２
人
が
息
を
揃
え
、
迫

力
あ
る
打
ち
込
み
を
し
、
境
内
で
見

守
る
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

結
果
、第
73
代
大
関
の
山
崎
朋
亮
・

小
畑
賢
吾
組
（
七
尾
・
鵜
浦
豊
年
太

鼓
）
が
第
７
代
横
綱
の
栄
冠
を
手
に

し
、
長
い
歴
史
に
新
し
い
名
を
刻
ん

だ
。

第 70代大関
谷内 雅人・今川 義孝  組（封戸太鼓）

第 78 代大関
谷口 衛・中谷 英春  組（志賀豊年力太鼓）

▲青壮年団が打ち込み時間を正確に計る

受賞年 歴代大関 大バイ 小バイ 団体名 受賞年 歴代大関 大バイ 小バイ 団体名
平成14年 第70代 谷内　雅人 今川　義孝 封戸太鼓（志賀町） 平成19年 第75代 安田　真也 池田　　純 志賀天友太鼓（志賀町）

平成15年 第71代 葛原　伸二 浜下　敏行 香島津太鼓(七尾市） 平成20年 第76代 中家　　功 天井　　誠 志賀疾風太鼓（志賀町）

平成16年 第72代 垣越　昭一 力野　　満 鵜浦豊年力太鼓（七尾市） 平成21年 第77代 杉原　誠也 石黒　敏之 石崎豊年太鼓（七尾市）

平成17年 第73代 山崎　朋亮 小畑　賢吾 鵜浦豊年力太鼓（七尾市） 平成22年 第78代 谷口　　衛 中谷　英春 志賀豊年力太鼓（志賀町）

平成18年 第74代 本谷　　博 谷　　政彦 志賀疾風太鼓（志賀町） 平成23年 第79代 松平　武男 石倉　大作 西湊鬼楽太鼓（七尾市）

第７回横綱大会出場　歴代大関
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―
今
回
、
横
綱
を
獲
得
し
て
大
バ

―
今
回
、
横
綱
を
獲
得
し
て
大
バ

イ
か
ら
小
バ
イ
へ
、
小
バ
イ
か
ら

イ
か
ら
小
バ
イ
へ
、
小
バ
イ
か
ら

大
バ
イ
へ
伝
え
る
感
謝
の
気
持
ち
は

大
バ
イ
へ
伝
え
る
感
謝
の
気
持
ち
は

山
崎
山
崎　　

一
言
で
は
言
い
表
せ
な
い

一
言
で
は
言
い
表
せ
な
い

ほ
ど
感
謝
し
て
い
る
。
あ
え
て
一

ほ
ど
感
謝
し
て
い
る
。
あ
え
て
一

言
で
い
う
う
な
ら「
あ
り
が
と
う
」

言
で
い
う
う
な
ら「
あ
り
が
と
う
」

の
一
言
の
み
。

の
一
言
の
み
。

小
畑
小
畑　　

一
緒
に
や
っ
て
き
て
よ
か

一
緒
に
や
っ
て
き
て
よ
か

っ
た
。ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。

っ
た
。ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。

―
来
年
の
大
会
か
ら
は
審
査
員
の

―
来
年
の
大
会
か
ら
は
審
査
員
の

立
場
だ
が

立
場
だ
が

山
崎
山
崎　　

2020
年
間
し
っ
か
り
と
審
査

年
間
し
っ
か
り
と
審
査

員
と
し
て
勤
め
て
太
鼓
に
精
進
し

員
と
し
て
勤
め
て
太
鼓
に
精
進
し

て
い
き
た
い
。

て
い
き
た
い
。

小
畑
小
畑　　

健
康
に
気
を
付
け
な
が
ら

健
康
に
気
を
付
け
な
が
ら

審
判
員
と
し
て
の
激
務
を
こ
な
せ

審
判
員
と
し
て
の
激
務
を
こ
な
せ

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

第 80回　県下太鼓打競技大会成績
賞 チーム名 大バイ 小バイ

大　関 仏木組 B（志賀町） 山澤　強志 平木　賢一
関　脇 天友組（志賀町） 黒田　和行 東山　明雄
小　結 大田陣太鼓（七尾市） 森田　浩一 寅松　和也
番外一等 冨木八幡太鼓保存会 A（志賀町）屋敷　和正 中棚祥一郎
番外二等 冨木神幸太鼓 A（志賀町） 丸山真希男 宅田　欣央
番外三等 徳田組（志賀町） 茨木　忠和 谷内　憲幸
敢闘賞 志賀豊年力太鼓 A（志賀町）中泉　貴臣 篠原　浩幸
敢闘賞 石崎豊年太鼓D（七尾市） 中西　竜次 宮崎　　充
敢闘賞 輪島和太鼓  虎之介 F（輪島市）二木　雅也 出坂　孝志
特別賞 矢駄井坂太鼓（志賀町） 井坂　　学 井坂　　剛
特別賞 七尾・香島津太鼓 A（七尾市）渡　　智紀 中西　瑞樹
特別賞 輪島和太鼓  虎之介 B（輪島市）与畑　拓哉 浜岸富士鷹

第80回　県下太鼓打競技大会
　

第
80
回
県
下
太
鼓
打
競
技
大

会
に
は
、
地
元
志
賀
町
を
は
じ

め
七
尾
や
輪
島
か
ら
49
組
が
出

場
し
た
。１
回
戦
か
ら
３
回
戦
、

準
決
勝
、
決
勝
と
戦
い
、
太
鼓

へ
の
打
ち
込
み
や
芸
、
調
子
な

ど
を
競
っ
た
。
決
勝
に
残
っ
た

９
組
か
ら
、
山
澤
強
志
・
平
木

賢
一
組
（
仏
木
組
Ｂ
）
が
第
80

代
大
関
の
座
に
輝
い
た
。

▼第 80 代大関に輝いた山澤（左）・平木（右）組（仏木組Ｂ）

◀
上
位
入
賞
（
大
関
・
関
脇
・
小
結
）

し
た
皆
さ
ん

　15 年、大バイ・小バイとして組み、第７代横綱の栄冠　15 年、大バイ・小バイとして組み、第７代横綱の栄冠
を手にした山崎朋亮を手にした山崎朋亮（大バイ）（大バイ）・小畑賢吾・小畑賢吾（小バイ）（小バイ）組（鵜浦組（鵜浦
豊年力太鼓）に喜びの声を聞いた。豊年力太鼓）に喜びの声を聞いた。

―
横
綱
を
と
っ
た
感
想

―
横
綱
を
と
っ
た
感
想

山
崎
・
小
畑

山
崎
・
小
畑　　

大
関
大
関

を
獲
得
し
た
７
年
前

を
獲
得
し
た
７
年
前

か
ら
横
綱
大
会
に
向

か
ら
横
綱
大
会
に
向

け
て
、
練
習
を
重
ね

け
て
、
練
習
を
重
ね

た
。
今
ま
で
し
て
き

た
。
今
ま
で
し
て
き

た
太
鼓
の
集
大
成
と

た
太
鼓
の
集
大
成
と

し
て
横
綱
を
と
れ
て

し
て
横
綱
を
と
れ
て

う
れ
し
い
。
練
習
の

う
れ
し
い
。
練
習
の

呪
縛
か
ら
や
っ
と
解
放
さ
れ
た
気

呪
縛
か
ら
や
っ
と
解
放
さ
れ
た
気

持
で
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

持
で
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

―
練
習
は
ど
の
く
ら
い
し
た
か

―
練
習
は
ど
の
く
ら
い
し
た
か

山
崎
・
小
畑

山
崎
・
小
畑　　

嫌
に
な
る
く
ら
い

嫌
に
な
る
く
ら
い

練
習
し
た
。
あ
き
ら
め
る
こ
と
な

練
習
し
た
。
あ
き
ら
め
る
こ
と
な

く
練
習
し
て
こ
こ

く
練
習
し
て
こ
こ

ま
で
こ
れ
た
。

ま
で
こ
れ
た
。

―
大
観
衆
の
中
の

―
大
観
衆
の
中
の

横
綱
大
会
で
た
た

横
綱
大
会
で
た
た

く
太
鼓
は
ど
う
で

く
太
鼓
は
ど
う
で

し
た
か

し
た
か

山
崎
山
崎　　

応
援
し
て

応
援
し
て

く
れ
た
人
に
感
謝
。

く
れ
た
人
に
感
謝
。

小
畑
小
畑　　

周
り
の
み

周
り
の
み

ん
な
に
助
け
ら
れ

ん
な
に
助
け
ら
れ

て
た
た
く
こ
と
が

て
た
た
く
こ
と
が

で
き
た
。

で
き
た
。

第７代横綱・山崎・小畑組第７代横綱・山崎・小畑組
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今
年
も
県
下
太
鼓
打
競
技
大
会
が

終
わ
っ
た
。第
７
代
横
綱
が
誕
生
し
、

第
５
代
横
綱
が
審
判
員
を
勇
退
。
歴

史
的
な
瞬
間
を
迎
え
た
今
大
会
は
80

回
を
数
え
る
。
７
組
の
横
綱
と
80
組

の
大
関
が
誕
生
し
、
数
多
く
の
太
鼓

が
大
会
で
披
露
さ
れ
て
き
た
。

　

大
関
を
目
指
し
て
太
鼓
を
た
た
き

続
け
、
新
た
に
頂
点
を
極
め
た
い
太

鼓
打
ち
が
集
う
県
下
太
鼓
打
競
技
大

会
横
綱
大
会
が
10
年
後
に
ま
た
開
催

さ
れ
る
。

広報しか 9


